
 令和５年度 園経営計画 足立区立六木保育園 

園長 根本 京子 

１ 園の経営目標 
・安心安全な環境の下、子ども一人一人が自分のやりたいことを実現したり、身近な人と十分に関

わったりするなかで、自分を信じ、人を信頼する心を育て、たくましく生き抜く力の基礎を培う。 

・保護者や地域と保育園が信頼関係を築き、子どもを真ん中にして、共に育ち合う視点をもち、「元

気に遊べる子ども」「意欲のある子ども」「思いやりのある子ども」を育てる。 

 

２ 園の現状 

・子どもたちは、自然に恵まれた園庭や、落ち着いた保育室で、自分の好きな遊びや場所を見つけ、

じっくりと取り組んだり、友達と一緒に楽しんだりしている。保育者は、子どもの思いや言葉を

受け止め、応答的に関わりながら、子どもの育ちに応じた援助や環境構成を行っている。 

・園庭や屋内（ホール、廊下、クラス）で、体を使って遊ぶことを喜んでいる。日頃より異年齢が

同じ場で遊ぶ中で、憧れや思いやりの気持ちが育まれている。 

 

３ 今年度の重点的項目 
重点的に取り組んで 
いきたい事項－１ 自分に自信をもち、他者を認め合う子どもを育てる 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・全職員が全園児の担任である意識
をもち、応答的に関わる。 

・他者に受け止めてもらう心地よさを感じる経験を重ねられ
るよう、子どもの思いを言語化しながら関わる。 

・月１回以上、保育中のエピソードを職員全体で共有する。 

・保育者が一番の環境であることを
自覚し、関わり方の手本となる。 

・人権意識やインクルーシブな保育についての学びを深める 
・保育者がお互いの保育を見合う機会を設け、保育の質の向

上を目指す。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－２ 子どもが自ら体を動かし、自然と関わって遊ぶ園庭環境を作る 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・子どもが自ら体を動かし、繰り返
し遊びたくなる環境をつくる。 

・「３６の基本的な動き」をもとに、設定や仕掛けを考える。 
・月２回、園庭環境プロジェクトを中心に園庭を見直す。 

・自然に触れ、季節を感じられる園
庭をつくる。 

・既存の自然物を活用したり、意図的に素材を配置したりし
ながら、子どもの五感に働きかける環境づくりを行う。 

・子ども一人一人が満足し、居心地
の良い園庭づくりを進める。 

・ゾーニングを意識した職員配置で、見守りや援助を行う。 
・安全、衛生確認に努め、ヒヤリハットマップを活用して職

員間で共有し、迅速に対応する。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－３ 

保護者と信頼関係を築き、子どもの育ちを共有し、子育てを支える 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・園生活の様子や子どもの姿を、わ
かりやすく伝える。 

・登降園時に、挨拶と共に子どもの姿を伝える。 
・コドモンを活用し、写真掲示での可視化や、分かりやすい

文章表記で発信していく。 

・保護者との信頼関係を築く。 

・保護者会、個人面談、保護者参加行事への参加を呼びかけ、 
 成長過程をわかりやすく伝え、共有する。 
・保護者の思いを受け止め、個人面談を通年で実施するとと

もに、関係機関と連携を図る。 


